
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※ 個別の数値や構成比などは、表示単位未満を四捨五入しているため、合計や

増減額などと一致しないことがあります。 

ことがあります。 



 

はじめに  

 

令和７年度は、小平市第四次長期総合計画の第２期中期実行プランが

スタートする年であり、第 1 期の 4 年間の取組と実績を基に、次期４年

間で取り組むべき課題の明確化とそれを解決するべく設定する目標の

達成に向けて、着実かつ計画的に取り組む必要がある重要な年です。  

社会経済活動はコロナ禍以前の状況に概ね戻ったといえますが、さま

ざまな分野にわたる物価高騰等の影響は長期化しており、この先の状況

の見通しを立てることは大変難しくなっています。  

こうした状況において、社会情勢の変化に柔軟に適応しながら、安定

的・継続的に市民の皆様の暮らしを支えていくとともに、目指す将来像

「つながり、共に創るまち  こだいら」の実現に向けて、引き続き取り

組んでまいります。  

 

この「わかりやすい予算」は、令和７年度の主な事業をできるだけわ

かりやすく説明するとともに、小平市の財政事情を理解していただくた

めに作成しました。  

今後も市の行政運営について、よりいっそうわかりやすくお伝えでき

るよう努めてまいりますので、引き続きご理解とご協力をお願いいたし

ます。  

 

小平市長  小  林  洋  子   
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第１ 基礎知識 

 

Q 予算とは何ですか？                                    

 
A 予算は１年間の収入と支出を見積もることです。 

１年間でどのくらいの収入があるのか、どのような行政サービスを行い
支出するのか、新年度が始まる前に計画し見積もります。 
予算からは自治体が目指す将来像がわかります。 

 

Q 予算はどのように決まりますか？                                

 
A 市長が予算案を提出し、市議会の審議と議決によって成立します。 
 

Q 予算書にはどのようなことが書いてありますか？                      

 
A 予算書には、市の１年間の収入が「歳入」の欄に、１年間の支出が「歳

出」の欄に書いてあります。歳入と歳出の総額は常に同じ額になります。
最初に決める１年間の予算を「当初予算」といいます。 

 

Q 市債とは何ですか？                                    

 
A 国や銀行からの借入れです。市債を発行し借入れをすることで、ある

年度の過大な財政負担を平準化し、現在と将来の市民の負担を公平にす
ることができます。借入れができる事業は法律で制限されています。 

 

Q 予算を変えることはできますか？                            

 
A できます。自然災害などの影響により急にお金を使わなければならな

い場合、市長がそれに対応するための予算案をつくり、市議会へ提出し
議決をもらいます。この予算を「補正予算」といいます。  

 

Q 今年度の小平市の予算は？                                

 
A 一般会計、特別会計のすべての会計をあわせた予算額、主な事業など

について、次のページより詳しく説明します。 
 



第２　予算の編成にあたって

第３　財 政 規 模

増減額

902億8,600万円 830億円 72億8,600万円 8.8 ％

178億5,200万円 178億1,200万円 4,000万円 0.2 ％

54億6,600万円 53億1,700万円 1億4,900万円 2.8 ％

168億9,100万円 162億7,100万円 6億2,000万円 3.8 ％

1,304億9,500万円 1,224億円 80億9,500万円 6.6 ％

増減額

収 益 的 収 入 43億2,278万1千円 43億3,641万5千円 △ 1,363万4千円 △ 0.3 ％

収 益 的 支 出 40億646万8千円 40億1,780万8千円 △ 1,134万円 △ 0.3 ％

資 本 的 収 入 11億2,497万円 14億1,492万8千円 △ 2億8,995万8千円 △ 20.5 ％

資 本 的 支 出 21億7,564万円 27億5,575万5千円 △ 5億8,011万5千円 △ 21.1 ％

収 入 合 計 54億4,775万1千円 57億5,134万3千円 △ 3億359万2千円 △ 5.3 ％

支 出 合 計 61億8,210万8千円 67億7,356万3千円 △ 5億9,145万5千円 △ 8.7 ％

介 護 保 険 事 業 特 別 会 計

下

水

道

事

業

会

計

対前年度比較

増減率

合　　　　計

区        分 令和 7 年度 令和 6 年度

当　初　予　算　額 

令和 6 年度

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計

一 般 会 計

令和 7 年度区        分

国民健康保険事業特別会計

　令和7年度予算は、依然として、社会・経済情勢の先行きを見通すことが難しい中、市が
めざす将来像「つながり、共に創るまち　こだいら」の実現に向けて、必要な施策・事業に
限られた財源を重点的かつ効率的に配分し、予算編成しました。

増減率

対前年度比較

　令和7年度の一般会計予算規模は、902億8,600万円で、前年度と比較して、8.8％の増
となりました。

　また、一般会計に3つの特別会計をあわせた総予算額は、1,304億9,500万円で、前年度
と比較して、6.6％の増となりました。
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ページ

高校生等医療費助成の所得制限撤廃 6

保育園待機児童の解消に向けた緊急対策 6

多様な保育ニーズへの対応 6

学童クラブの充実 7

こどもの居場所の充実 7

（仮称）こども計画の策定 7

産後ケア事業等の充実 7

学校施設の整備 8

学習者用端末の更改 8

授業支援システムの全学年への導入 8

学校における働き方改革の推進 8

特別支援教育総合推進計画（第二期）後期計画の策定 9

学習補助員配置事業の充実 9

部活動地域連携・地域移行事業の推進 9

小学校給食調理業務の委託化 9

市立小・中学校における学校給食費の無償化 10

学校給食食材費高騰臨時対策補助金の交付 10

コミュニティ・スクールの拡充 10

ヤングケアラー支援事業 10
こだいら健康ポイント（健康施策プロジェクト事業）・介護予防ボランティア
ポイントの拡充

11

中央公園グラウンドの整備 11

市民総合体育館　空調設備設置 11

FC東京ラッピング郵便ポストの設置＜クラウドファンディングの実施＞ 11

非核平和学習事業（戦後80年・小平市非核平和都市宣言20周年） 12

電子図書館の構築 12
平櫛田中彫刻美術館記念館のリニューアル＜一部クラウドファンディングの実
施＞

12

ルネこだいらの設備改修 12

国指定史跡鈴木遺跡保存活用事業 13

文化財資料のデジタル化 13

ページ

女性LINE相談事業 14

女性再就職サポート事業 14

男女共同参画推進計画（小平アクティブプラン21）の策定 14

動画による女性活躍の取組紹介 15

多文化共生事業 15

障がい者グループホームの自立支援給付費等の支援 15

発達支援相談体制の充実 15

重症心身障がい児（者）等在宅レスパイト事業 16

障がい者福祉計画、障害福祉計画及び障害児福祉計画の策定 16

居住支援の推進 16

成年後見活用あんしん生活創造事業 16

地域保健福祉計画・福祉のまちづくり推進計画の策定 17

介護職員資格取得支援事業の拡充 17

生活機能向上短期集中プログラム事業 17

高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施事業 17

認知症早期発見サポート事業 18

第４　令和７年度の主な事業の一覧
　　～３つの基本目標及び自治体経営方針に基づいて事業を展開します～

基本目標Ⅰ　ひとづくり
 人が育ち、学び、新たな価値を創造するまち

基本目標Ⅱ　くらしづくり
多様性を認めあい、つながり、共生するまち
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地域包括ケア推進計画の策定 18

小川駅西口複合施設事業 18

協働の推進 18

被災者用備蓄品等の整備 19

災害対応力の強化＜一部クラウドファンディングの実施＞ 19

国民保護計画の修正 19

公共施設への防犯カメラ整備 19

ページ

鷹の台公園の整備 20
市南西部地域の市立公園・体育施設・ふれあい下水道館の管理運営事業（指定
管理者制度）

20

鎌倉公園の整備 20

用水路の整備 21

第三次みどりの基本計画の中間見直し 21

公共施設等の樹木点検・診断 21

公園設備の充実 21

省・創・蓄エネルギー機器等設置モニター助成 22

公共施設におけるゼロカーボンガス・電気の導入 22

第三次環境基本計画の中間見直し 22

仮設ドッグラン用設備の導入 22

都市計画マスタープランの改定　 23

小川駅西口地区市街地再開発事業の推進 23

小平駅北口地区市街地再開発事業の推進 23

耐震化促進事業の拡充 23

都市計画道路・小川駅自由通路の整備 24

下水道施設の老朽化対策事業 24

公共下水道雨水整備の推進 24

第二次下水道プランの中間見直し等 24

南西部地域デマンド型交通実証実験運行 25

小平駅南口有料自転車駐車場の更新 25

市道の無電柱化事業 25

AIを活用した生活道路点検 25

道路整備事業の充実 26

商工会補助の拡充（設備投資等補助金） 26

ランタンナイトウォーク（第20回小平グリーンロード灯りまつり） 26

農地の保全に係る取組支援 26

農業体験ファーム（体験農園）整備事業 27

スマート農業技術導入支援事業 27

ページ

中央エリアに係る整備事業（新建物敷地整備工事等） 29

十一小及び十三小の更新等に向けた取組 29
自治体DXの推進 29
電子契約サービスの導入 30

業務管理アプリの導入 30

マイナンバーカード交付の推進 30

「書かない窓口」の実施 30

統合型・公開型GISシステムの構築 31

自治の拡大・深化、持続可能な行財政運営、ICT社会への対応、職員の力を引き出す市役所

基本目標Ⅲ　まちづくり
自然と調和した、美しく快適で、魅力あるまち

自治体経営方針
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第５　主な事業の説明

基本目標Ⅰ　ひとづくり

◆高校生等医療費助成の所得制限撤廃 6,224万3千円

審査支払事務委託（所得制限撤廃影響分） 市のお金 6,224万3千円
139万1千円 市の借金

医療費助成（所得制限撤廃影響分） 国のお金
6,085万2千円 都のお金

その他

◆保育園待機児童の解消に向けた緊急対策 4億9,052万円

公立保育園の私立保育園移行経費 市のお金 1億8,244万4千円
（運営委託、合同保育、備品運搬等） 市の借金

4億9,052万円 国のお金 1億6,119万6千円
都のお金 1億2,186万8千円
その他 2,501万2千円

◆多様な保育ニーズへの対応 1億7,676万4千円

補助金（病児・病後児保育施設整備） 市のお金 282万8千円
1億1,463万3千円 市の借金 3,940万円

補助金（障がい児の受入れ支援） 国のお金 1,610万2千円
452万3千円 都のお金 1億1,843万4千円

補助金（未就園児の定期的な預かり保育増分） その他
5,760万8千円

主
な
経
費

財
源
内
訳

　令和8年4月に病児・病後児保育施設を市内中央地域に1施設開設予定のため、令和7年度は施設整
備に係る補助を行います。また、認証保育所における障がい児の受入れ状況に応じて、必要な保育従
事者を配置する経費を補助するとともに、未就園児の定期的な預かり保育を実施する教育・保育施設
を拡充します。

担当：保育課

担当：保育課

　－　人が育ち、学び、新たな価値を創造するまち　―

　「くらし」も「まち」も「ひと」がつくっていくものであり、ひとづくりがまちにとって一番
大切な観点となります。小平市は歴史ある学園都市であり、この恵まれた環境のもと、生涯学び
続け、必要とする様々な力を養います。そして、地域社会を担い、将来にわたって多様に活躍で
きるひとづくりを目指します。

主
な
経
費

財
源
内
訳

　令和7年4月から高校生等医療費助成制度（マル青）において、所得制限を撤廃します。

担当：子育て支援課

主
な
経
費

財
源
内
訳

　待機児童解消に向けた緊急対策に基づき、令和7年4月に仲町保育園及び花小金井保育園を私立保育
園に完全移行するとともに、移行園に対して保育業務を委託します。また、津田保育園は、令和7年4
月に移行園を開設、3歳未満児の保育を開始するとともに、令和8年4月の3歳以上児の移管に向け合
同保育を実施します。
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◆学童クラブの充実 6,031万9千円

指導員等報酬（増分） 53万1千円 市のお金 1,288万円
補助金（増分） 5,978万8千円 市の借金

国のお金 1,567万6千円
都のお金 3,152万8千円
その他 23万5千円

◆こどもの居場所の充実 461万9千円

サービス業務委託（増分） 111万9千円 市のお金 125万9千円
補助金 350万円 市の借金

国のお金 10万5千円
都のお金 325万5千円
その他

◆（仮称）こども計画の策定 609万2千円

計画策定等委託 484万円 市のお金 609万2千円
作成等委託 44万2千円 市の借金
委員等報酬 33万円 国のお金
講師謝礼 20万円 都のお金
イベント業務委託（いきいき協働事業） その他

28万円

◆産後ケア事業等の充実 1,396万2千円

産後ケア事業（増分） 市のお金 5万3千円
（相談等委託、郵送料、印刷製本費） 市の借金

1,375万8千円 国のお金 697万9千円
父親へのピアサポート支援 都のお金 693万円
（謝礼、報酬、消耗品費、備品購入費） その他

20万4千円

主
な
経
費

財
源
内
訳

　直営クラブである一小学童クラブにおいて、試行的に延長保育を実施するとともに、多様化する学
童クラブへのニーズに対応するため、民設民営学童クラブについて新規開設2クラブの運営費及び令
和8年度開設予定の2クラブの開設準備に係る経費の補助を行います。

担当：子育て支援課

担当：子育て支援課

主
な
経
費

財
源
内
訳

　令和5年4月に施行されたこども基本法に基づき、令和8年度から9年間を対象期間とする（仮称）
こども計画を、令和6年度に実施した意識・実態調査や、いきいき協働事業により聴取する不登校や
障がいのある児童・生徒をはじめとしたこども等からの意見等を踏まえて策定します。

担当：子育て支援課

主
な
経
費

財
源
内
訳

主
な
経
費

財
源
内
訳

　出張こども広場3か所において、試行的に月に1日、日曜日に開催するとともに、不登校の児童・生
徒やその保護者が気軽に立ち寄れる地域の居場所を創設し、居場所の提供や養育支援を行う取組に対
して、運営費等の補助を行います。

　市内の医療機関2施設において支援を実施している産後ケア事業の宿泊型と日帰り型について、実
施施設を増やすとともに、利用受入れ件数を拡充します。また、出産や子育てに悩む父親に対する支
援のため、子育て経験のある父親等によるピアサポート支援として、交流会等や相談支援を実施しま
す。

担当：こども家庭センター
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◆学校施設の整備 4億6,671万9千円

調査等委託 133万7千円 市のお金 1,962万1千円
設計等委託 1,510万3千円 市の借金 3億8,740万円
改良・改修工事 2億6,810万円 国のお金 4,620万5千円
設備工事 1億8,217万9千円 都のお金 1,349万3千円

その他

◆学習者用端末の更改 6,444万円

借上料 6,435万4千円 市のお金 6,444万円
使用料 8万6千円 市の借金

国のお金
都のお金
その他

◆授業支援システムの全学年への導入 1,138万7千円

使用料（増分） 1,138万7千円 市のお金
市の借金
国のお金
都のお金 1,138万7千円
その他

◆学校における働き方改革の推進 825万5千円

スクール・サポート・スタッフ（増分） 市のお金
（報酬、期末勤勉手当、社会保険料、雇用保険料） 市の借金

588万4千円 国のお金
副校長補佐（増分） 都のお金 825万5千円
（報酬、期末勤勉手当、社会保険料、雇用保険料） その他

237万1千円

財
源
内
訳

　令和6年度から一部の学年において試行導入を始めた授業支援システムの活用を、令和7年度から市
立小・中学校全学年に拡大し、児童・生徒の学びにつなげます。

担当：指導課

主
な
経
費

財
源
内
訳

　引き続き小平第九小学校の既存校舎の屋上防水・外壁工事を行うとともに、小平第五中学校におい
て既存校舎の屋上防水・外壁の工事を新たに行い、小平第一中学校の既存校舎の屋上防水・外壁工事
実施に向けた設計及びアスベスト調査を行います。また、小学校6校、中学校3校のトイレの洋式化を
実施します。
　その他、小学校給食室の空調設備を順次設置するため、令和7年度は空調設備設置工事に伴う小学
校2校の設計及びアスベスト調査を実施します。

担当：教育総務課

主
な
経
費

財
源
内
訳

　令和2年度に購入した全児童・生徒が使用する端末を更改します。令和8年2月から5年間のリース
契約で端末を調達し、令和8年度から端末の使用を開始します。

担当：指導課

主
な
経
費

主
な
経
費

財
源
内
訳

　学校における働き方改革を推進するため、東京都の補助金を活用し、スクール・サポート・スタッ
フ及び副校長補佐の配置を拡充します。

担当：指導課

- 8 -



◆特別支援教育総合推進計画（第二期）後期計画の策定 379万5千円

計画策定等委託 379万5千円 市のお金 379万5千円
市の借金
国のお金
都のお金
その他

◆学習補助員配置事業の充実 1,096万8千円

自閉症・情緒障がい特別支援学級 市のお金 649万2千円
（報酬、期末勤勉手当等） 531万7千円 市の借金
中学校通常学級（増分） 国のお金
（報酬、期末勤勉手当） 565万1千円 都のお金 447万6千円

その他

◆部活動地域連携・地域移行事業の推進 1,346万9千円

部活動指導員（増分） 1,206万5千円 市のお金 648万1千円
部活動外部指導員（増分） 90万円 市の借金
部活動地域連携・地域移行推進委員会謝礼 国のお金

50万4千円 都のお金 698万8千円
その他

◆小学校給食調理業務の委託化 4,481万6千円

消耗品費 964万7千円 市のお金 4,481万6千円
設備器具費 2,969万1千円 市の借金
校用器具費 547万8千円 国のお金

都のお金
その他

担当：指導課

主
な
経
費

財
源
内
訳

　令和7年度に小平第二中学校に開設される自閉症・情緒障がい特別支援学級に学習補助員を配置し
ます。また、中学校の通常の学級への学習補助員の配置時間数を拡充します。

担当：指導課

主
な
経
費

財
源
内
訳

財
源
内
訳

　小平第五小学校及び小平第九小学校における令和8年度からの給食調理業務の委託化に向け、給食
室内の備品や磁器食器の整備を行うとともに、令和10年度までの債務負担行為を設定します。

担当：学務課

　顧問教員の負担軽減を図るとともに、市立中学校における部活動の指導体制の充実を推進するた
め、部活動指導員の人数を拡充します。また、市立中学校における部活動の維持及び円滑な推進を図
るため、各分野の専門性をもつ外部指導員の人数を拡充します。
　その他、令和6年度に策定した「部活動地域連携・地域移行の方向性」をもとに、部活動地域連
携・地域移行の実践的展開のための協議体を設置し、令和7年度から令和8年度にかけて協議します。

担当：指導課

主
な
経
費

主
な
経
費

財
源
内
訳

　現行の「小平市特別支援教育総合推進計画（第二期）前期計画」の計画期間が令和7年度で終了す
ることから、令和8年度から5年間を計画期間とする次期計画を、令和6年度実施の実態調査等を踏ま
えて策定します。
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◆市立小・中学校における学校給食費の無償化 8億531万1千円

学校給食費無償化補填金 市のお金 1億66万8千円
8億387万1千円 市の借金

食物アレルギー等による学校給食代替弁当補助 国のお金
144万円 都のお金 7億464万3千円

その他

◆学校給食食材費高騰臨時対策補助金の交付 5,851万8千円

学校給食食材費高騰臨時対策補助金 市のお金 1,243万7千円
5,851万8千円 市の借金

国のお金
都のお金 4,608万1千円
その他

◆コミュニティ・スクールの拡充 81万1千円

学校経営協議会委員報酬（増分） 市のお金 81万1千円
46万8千円 市の借金

講師謝礼等（増分） 4万円 国のお金
消耗品費（増分） 28万8千円 都のお金
郵送料（増分） 1万5千円 その他

◆ヤングケアラー支援事業 331万円

サービス業務委託（増分） 45万円 市のお金 30万4千円
調査等委託 286万円 市の借金

国のお金 220万6千円
都のお金 80万円
その他

　ヤングケアラーの認知度を向上し、早期発見につなげるため、福祉・介護等の関係者や、学校の教
職員、小・中学校の児童・生徒に対して、研修や出前授業を引き続き実施するとともに、小学5年生
から中学3年生を対象に、意識・実態把握調査を実施します。

担当：こども家庭センター

担当：指導課

主
な
経
費

財
源
内
訳

　生産コストの上昇等様々な要因により学校給食の食材料費の上昇が続いていることから、市立小・
中学校給食費会計に学校給食食材費高騰臨時対策補助金を交付し、学校給食の質を維持します。

担当：学務課

主
な
経
費

財
源
内
訳

　学校経営協議会を設置し、保護者・地域住民等が一定の権限と責任を伴いながら、学校経営に意見
を反映させ、地域に開かれた学校づくりを推進する事業で、令和7年度に小平第三中学校、小平第五
中学校の2校に導入することで、全ての市立小・中学校に学校経営協議会を設置することになりま
す。

主
な
経
費

財
源
内
訳

　保護者の経済的負担を軽減するため、学校給食費無償化を継続するとともに、食物アレルギー等に
より毎日給食代替弁当を持参する児童・生徒の保護者に対して補助金を交付します。

担当：学務課

主
な
経
費

財
源
内
訳
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◆こだいら健康ポイント（健康施策プロジェクト事業）・介護予防ボランティアポイントの拡充 1,683万7千円

健康ポイント事業 市のお金 913万円
（インセンティブ等委託、役務費等） 市の借金

1,344万5千円 国のお金 84万8千円
介護予防ボランティアポイント事業 都のお金 516万3千円
（システム保守、インセンティブ等委託等） その他 169万6千円

339万2千円

◆中央公園グラウンドの整備 1,200万円

中央公園グラウンド整備（整備負担金） 市のお金 60万円
1,200万円 市の借金

国のお金
都のお金 1,140万円
その他

◆市民総合体育館　空調設備設置 1,639万円

設計等委託 1,639万円 市のお金 499万円
市の借金 1,140万円
国のお金
都のお金
その他

◆FC東京ラッピング郵便ポストの設置＜クラウドファンディングの実施＞ 400万円

製作等委託 400万円 市のお金
市の借金
国のお金
都のお金
その他 400万円

担当：文化スポーツ課

主
な
経
費

財
源
内
訳

　市民総合体育館の第二、第三、第四体育室に空調設備を設置します。令和7年度は、設計を行いま
す。

担当：文化スポーツ課

主
な
経
費

財
源
内
訳

　令和9年3月で小平市がホームタウンとしてFC東京を応援し始めて25年目を迎えます。その節目に
向け、市民のFC東京に対する愛着をさらに高めるため、クラウドファンディングを実施して、小平駅
南口にFC東京のキャラクターやFC東京カラーをラッピングした郵便ポストを設置します。

担当：文化スポーツ課

主
な
経
費

財
源
内
訳

　健康づくりの取組に対してポイントを付与するこだいら健康ポイント事業と、高齢者の介護予防に
資するボランティア活動に対してポイントを付与する介護予防ボランティアポイント事業について、
令和3年度から両事業が連携し、スマートフォンアプリで参加できる仕組みの導入を図っており、令
和7年度も引き続き、健康施策プロジェクト事業として実施するとともに、ポイント付与事業の追加
や、インセンティブの拡充等を行います。

主
な
経
費

財
源
内
訳

　「鷹の台公園整備及び中央公園グラウンド改修・管理運営事業　公募設置等指針」に基づき、公募
設置管理制度による中央公園グラウンドの改修を行います。令和7年度は、選定事業者による基本設
計を行います。

担当：高齢者支援課、健康推進課
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◆非核平和学習事業（戦後80年・小平市非核平和都市宣言20周年） 43万9千円

記念品等（増分） 1万1千円 市のお金 28万9千円
特別旅費（増分） 6万1千円 市の借金
事業用消耗品費（増分） 8千円 国のお金
通信運搬費（増分） 8千円 都のお金
イベント業務委託（増分） 35万1千円 その他 15万円

◆電子図書館の構築 1,116万9千円

電算関係業務委託 363万円 市のお金 258万5千円
電子書籍等使用料 753万9千円 市の借金

国のお金 558万4千円
都のお金 300万円
その他

◆平櫛田中彫刻美術館記念館のリニューアル＜一部クラウドファンディングの実施＞ 8,513万6千円

耐震補強工事 7,160万4千円 市のお金 2,343万6千円
工事監理費 1,004万2千円 市の借金 5,970万円
記録集等作成委託 312万4千円 国のお金
郵送料（広報チラシ） 6万6千円 都のお金
筆耕料・講演会講師謝礼 30万円 その他 200万円

◆ルネこだいらの設備改修 1億1,179万円

自動火災報知設備改修工事 市のお金 2,719万円
1億641万4千円 市の借金 8,460万円

大ホールロビーＬＥＤ化工事 国のお金
537万6千円 都のお金

その他

　平櫛田中の旧宅である記念館について、令和6年度に引き続き、クラウドファンディングを実施し
て、耐震補強工事及び改修工事を実施します。また、工事完了後に、館内ガイド、講演会などを実施
して、内部見学再開を周知するとともに、令和4年度に「東京都選定歴史的建造物」の選定を受けた
記念館の魅力を発信するほか、工事前の記念館の姿を後世に伝えるため、記録集を刊行します。

担当：文化スポーツ課

主
な
経
費

財
源
内
訳

　経年劣化による誤点灯等の不具合を解消するため、自動火災報知設備の受信機を更新します。令和
６年度の設計を踏まえ、令和7年度は工事を行います。また、大ホールロビーの照明をLED化しま
す。

担当：文化スポーツ課

主
な
経
費

財
源
内
訳

　戦後80年、また小平市非核平和都市宣言20周年となる令和7年度は、小・中学生広島平和学習の参
加者の定員を拡充するとともに、原爆写真パネル等展示に、現物の被爆資料を展示するなど、展示を
拡充します。

担当：地域学習支援課

主
な
経
費

財
源
内
訳

　デジタル化された様々な資料の提供ができるよう、電子書籍、電子雑誌・電子新聞を導入し、新た
に電子図書館を構築します。

担当：図書館

主
な
経
費

財
源
内
訳
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◆国指定史跡鈴木遺跡保存活用事業 680万8千円

整備基本計画策定支援（後期） 市のお金 170万3千円
623万7千円 市の借金

整備基本計画検討委員謝礼 43万5千円 国のお金 340万3千円
検討委員会調査官旅費　 13万6千円 都のお金 170万2千円

その他

◆文化財資料のデジタル化 813万3千円

発掘調査写真デジタル化委託 市のお金 406万7千円
209万円 市の借金

デジタルアーカイブ構築費用等委託 国のお金 406万6千円
604万3千円 都のお金

その他

担当：文化スポーツ課

主
な
経
費

財
源
内
訳

　鈴木遺跡の発掘調査の際に撮影されたフィルム写真について、デジタル化を行います。また、地域
の歴史等を保存するため、デジタルアーカイブに刊行物ライブラリー、小平市に関する地図、玉川上
水風景写真、鈴木遺跡3D資料、海岸寺山門資料のコンテンツを追加し、デジタルアーカイブを拡充し
ます。

担当：文化スポーツ課、図書館

主
な
経
費

財
源
内
訳

　昨年度に引き続き、鈴木遺跡保存管理等用地（旧農林中央金庫研修所跡地）の整備に向けた整備基
本計画を策定します。
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基本目標Ⅱ　くらしづくり

◆女性LINE相談事業 250万8千円

相談等委託 244万2千円 市のお金 125万4千円
アカウント使用料 6万6千円 市の借金

国のお金
都のお金 125万4千円
その他

担当：市民協働・男女参画推進課

◆女性再就職サポート事業 657万1千円

サービス業務委託 657万1千円 市のお金 328万6千円
市の借金
国のお金
都のお金 328万5千円
その他

◆男女共同参画推進計画（小平アクティブプラン21）の策定 543万9千円

委員報酬（増分） 24万2千円 市のお金 438万3千円
郵送料 12万6千円 市の借金
調査等委託 507万1千円 国のお金

都のお金 105万6千円
その他

担当：市民協働・男女参画推進課

　現在の「第四次小平市男女共同参画推進計画（小平アクティブプラン21）」が令和8年度で終了す
ることから、令和9年度から5年間を計画期間とする次期計画を令和7年度から2か年で策定します。
令和7年度は、市民意識調査及び市内事業所の実態調査を行います。

主
な
経
費

財
源
内
訳

　引き続き、地域での再就職を希望する市内在住の女性に対して、就職支援セミナーや市内事業者と
のマッチング等を実施し、女性の再就職及び事業者の労働力確保を支援します。

担当：産業振興課

主
な
経
費

財
源
内
訳

　－　多様性を認めあい、つながり、共生するまち　―

　「くらし」は、地域社会を担う「ひと」を支える基本となるものです。地域では、多様な人々
の暮らしが営まれています。多様な人々が集まる中で、様々な意見や価値観の違いを理解しなが
ら、新しいものを生み出していく力に変えていきます。支えあいのネットワークから誰一人とし
て排除されることのない社会、地域全体で多様性を包み込み、地域で共に生きるあたたかいくら
しづくりを目指します。

主
な
経
費

財
源
内
訳

　引き続き、LINEを使用した女性相談（週2回）を実施し、女性が気軽に悩みを相談することができ
る環境を整えます。
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◆動画による女性活躍の取組紹介 63万6千円

作成等委託 63万6千円 市のお金 31万8千円
市の借金
国のお金
都のお金 31万8千円
その他

担当：市民協働・男女参画推進課

◆多文化共生事業 891万円

外国人市民向けアンケート調査 市のお金 642万4千円
（調査等委託） 446万6千円 市の借金
地域日本語教育コーディネーター 国のお金
（補助金） 285万4千円 都のお金 248万6千円
ユニバーサルコミュニケーション機器 その他
（使用料） 159万円

担当：市民協働・男女参画推進課

◆障がい者グループホームの自立支援給付費等の支援 1,806万5千円

障がい者関係扶助費（増分） 市のお金 529万1千円
1,806万5千円 市の借金

国のお金 775万9千円
都のお金 501万5千円
その他

◆発達支援相談体制の充実 478万円

サービス業務委託（増員分） 478万円 市のお金 478万円
市の借金
国のお金
都のお金
その他

主
な
経
費

財
源
内
訳

　発達支援専門相談の件数が増加していることから、児童発達支援センターに心理士を1人増員し、
発達支援相談体制の充実を図ります。

主
な
経
費

財
源
内
訳

　市や市内事業者の女性活躍に関連した取組を紹介する動画を制作し、多くの事業者に女性活躍の取
組の内容や効果を伝え、各事業者に取組を促します。

主
な
経
費

担当：障がい者支援課

財
源
内
訳

　増加傾向にある外国人市民の生活支援に関するニーズを把握するため、アンケート調査を実施しま
す。また、地域日本語教育コーディネーターを小平市国際交流協会（KIFA）に配置し、日本語教育の
現場における日本語教育プログラムの策定・教室運営・改善等を図ります。
　そのほか、ユニバーサルコミュニケーション機器（デジタル技術を用いて音声を多言語のテキスト
に変換し、ディスプレイに表示する等により、国籍や年齢、障がいの有無等に関わらず、円滑な関係
性を構築することを可能にする機器）を導入し、窓口における利便性の向上及び対応時間の短縮化を
図ります。

主
な
経
費

財
源
内
訳

　令和7年度に開設予定の障がい者グループホーム1か所について、入所者の共同生活援助給付費等
（新規施設分）の支援を行います。

担当：障がい者支援課
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◆重症心身障がい児（者）等在宅レスパイト事業 291万3千円

サービス業務委託 288万円 市のお金 145万7千円
障がい者関係扶助費 3万3千円 市の借金

国のお金
都のお金 145万6千円
その他

◆障がい者福祉計画、障害福祉計画及び障害児福祉計画の策定 571万1千円

調査等委託 484万円 市のお金 571万1千円
郵送料 87万1千円 市の借金

国のお金
都のお金
その他

◆居住支援の推進 937万5千円

居住支援協議会の運営 12万5千円 市のお金 186万1千円
セミナーの開催 9万8千円 市の借金
住まいの相談会 277万4千円 国のお金 751万4千円
相談等委託（増分） 637万8千円 都のお金

その他

◆成年後見活用あんしん生活創造事業 3,250万1千円

相談等委託 3,250万1千円 市のお金 2,024万円
市の借金
国のお金
都のお金 1,202万1千円
その他 24万円

主
な
経
費

財
源
内
訳

　現在の障がい者福祉計画等が令和8年度で終了することから、令和9年度から14年度までを計画期
間とする「小平市障がい者福祉計画」、令和9年度から11年度までを計画期間とする「第八期小平市
障害福祉計画」及び「第四期小平市障害児福祉計画」を令和7年度から2か年で策定します。令和7年
度は実態調査等を実施します。

担当：障がい者支援課

主
な
経
費

財
源
内
訳

　重症心身障がい児等の健康の保持と、その家族の福祉の向上を図るため、自宅に訪問看護師を派遣
し、一定時間家族の代わりに医療的ケア等を行います。

主
な
経
費

財
源
内
訳

　権利擁護支援を必要とする方の成年後見制度の利用を含む適切な支援について検討・調整をするた
めの地域連携の推進を行う権利擁護センターこだいらの機能を強化し、国の成年後見制度利用促進基
本計画に基づく中核機関に位置付けます。

担当：福祉政策課

担当：障がい者支援課

主
な
経
費

財
源
内
訳

　不動産関係団体、居住支援法人、居住支援団体、市で構成する居住支援協議会を立ち上げるととも
に、こだいら生活相談支援センターによる住まいの相談会を開催します。

担当：福祉政策課、生活支援課
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◆地域保健福祉計画・福祉のまちづくり推進計画の策定 706万1千円

調査等委託 566万5千円 市のお金 700万7千円
委員報酬（増分） 68万7千円 市の借金
郵送料 70万9千円 国のお金

都のお金 5万4千円
その他

◆介護職員資格取得支援事業の拡充 100万円

補助金（直接交付） 100万円 市のお金 25万円
市の借金
国のお金
都のお金 75万円
その他

◆生活機能向上短期集中プログラム事業 1,765万9千円

サービス業務委託 1,751万円 市のお金 220万7千円
印刷製本費 6万2千円 市の借金
郵送料 8万7千円 国のお金 441万5千円

都のお金 220万7千円
（いずれも介護保険事業特別会計） その他 883万円

◆高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施事業 1,652万8千円

サービス業務委託 1,603万8千円 市のお金
消耗品費 19万7千円 市の借金
印刷製本費 22万8千円 国のお金
郵送料 6万5千円 都のお金

その他 1,652万8千円

　介護予防・日常生活支援総合事業における短期集中通所型サービスにおいて、自立した生活や社会
参加につなげるため、令和7年度はリハビリテーション専門職により、生活機能を改善するための運
動器の機能向上や栄養改善等のプログラムを実施します。

担当：高齢者支援課

主
な
経
費

財
源
内
訳

　現在の「地域保健福祉計画・福祉のまちづくり推進計画」が令和8年度で終了することから、令和9
年度から9年間を対象期間とする次期計画を令和7年度から2か年で策定します。令和7年度は実態調
査等を実施します。

担当：福祉政策課

主
な
経
費

財
源
内
訳

　市内の介護事業所に従事する介護職員の確保及び介護人材を育成し、質の高い介護サービスの提供
が図れるよう、介護職員が受講する介護福祉士実務者研修に係る費用を補助します。

担当：高齢者支援課

主
な
経
費

財
源
内
訳

主
な
経
費

財
源
内
訳

　健診、医療、介護に関するデータから、疾病の重症化やフレイルリスクが高い後期高齢者に対して
訪問や健康教育を行っている高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施事業について、令和7年度は
健康状態が不明な方への保健指導と骨粗しょう症予防への対策を実施します。

担当：高齢者支援課
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◆認知症早期発見サポート事業 121万7千円

サービス業務委託 100万円 市のお金
印刷製本費 21万7千円 市の借金

国のお金
都のお金 121万7千円
その他

◆地域包括ケア推進計画の策定 782万8千円

実態調査委託 590万7千円 市のお金 782万8千円
調査協力者謝礼 95万円 市の借金
郵送料 97万1千円 国のお金

都のお金
（いずれも介護保険事業特別会計） その他

◆小川駅西口複合施設事業 812万4千円

指定管理者選定委員謝礼 3万6千円 市のお金 520万6千円
貸付額鑑定手数料 100万8千円 市の借金
施設予約システム改修 291万8千円 国のお金
公共施設管理者負担金 都のお金
（(仮称)小川にぎわい広場整備） 335万1千円 その他 291万8千円

愛称・ロゴ募集
（選考委員謝礼・記念品等） 21万6千円
（イベント業務委託（いきいき協働事業））

59万5千円

担当：市民協働・男女参画推進課

◆協働の推進 209万7千円

いきいき協働事業（再掲） 市のお金 134万7千円
（イベント業務委託） 87万5千円 市の借金
提示型公募事業 国のお金
（委員謝礼、補助金） 47万2千円 都のお金 75万円
こだいら人財の森事業 その他
（サービス業務委託） 75万円

担当：市民協働・男女参画推進課、子育て支援課

財
源
内
訳

主
な
経
費

　令和8年度完成予定の小川駅西口再開発ビルに、新たな公共施設を整備するにあたり、施設開設に
向けた準備を行います。令和7年度は、公共施設予約システムの改修や愛称募集等を行います。
　また、いきいき協働事業により、施設の愛称募集に向けたワークショップ等を複数回開催するとと
もに、愛称決定時にイベントを開催するなど、市が実施する愛称募集と連携した事業を行います。

主
な
経
費

財
源
内
訳

　引き続き、市が提示した課題及び事業を、行政提案型のいきいき協働事業及び提示型公募事業とし
て、市民活動団体等と協働で実施します。
　また、市民活動人材バンク「こだいら人財の森」の周知のため、講座や講演会等を行います。

主
な
経
費

財
源
内
訳

担当：高齢者支援課

　もの忘れチェック会などの認知症の早期発見につながる施策を引き続き実施し、認知症の疑いのあ
る方に対し医療機関への受診を促すとともに、地域では、チームオレンジによる支援などのチェック
会後のフォローの充実を図ります。

担当：高齢者支援課

主
な
経
費

財
源
内
訳

　現在の「地域包括ケア推進計画」が令和8年度で終了することから、令和9年度から3年間を対象期
間とする次期計画を令和7年度から2か年で策定します。令和7年度は実態調査を実施します。
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◆被災者用備蓄品等の整備 4,597万1千円

備蓄品購入 4,597万1千円 市のお金 2,270万3千円
市の借金
国のお金
都のお金 2,326万8千円
その他

◆災害対応力の強化＜一部クラウドファンディングの実施＞ 3,494万1千円

災害用トイレトラック 市のお金 433万円
（トイレトラック購入） 2,654万8千円 市の借金 2,540万円
（クラウドファンディングの実施） 87万8千円 国のお金 29万5千円
（清掃等委託） 63万7千円 都のお金 291万6千円
ラップ式トイレ購入 321万円 その他 200万円
トリアージポスト購入 127万9千円
自主防災組織への補助 75万円
日常生活用具等給付 163万9千円

担当：防災危機管理課、障がい者支援課

◆国民保護計画の修正 21万6千円

委員報酬 21万6千円 市のお金 21万6千円
市の借金
国のお金
都のお金
その他

◆公共施設への防犯カメラ整備 700万8千円

公園 101万2千円 市のお金 700万8千円
自転車駐車場 299万9千円 市の借金
図書館 299万7千円 国のお金

都のお金
その他

担当：水と緑と公園課、交通対策課、図書館

　災害対応力の強化に向けて、災害用トイレトラックやラップ式トイレを整備するとともに、新たな
災害医療支援病院へのトリアージポストの配備や自主防災組織に対する通信確保補助を実施します。
　また、障がい者等の災害時の迅速な情報取得や電源確保を図るため、日常生活用具給付の種目に、
防災ラジオや発電機・蓄電池を追加します。

担当：防災危機管理課

主
な
経
費

財
源
内
訳

財
源
内
訳

　災害時の応急対策として備蓄している避難者等に配布する食料、避難所運営及び救出・救助に必要
な資器材等について、都の新たな被害想定や修正後の「小平市地域防災計画」に基づき、令和7年度
から令和11年度にかけて追加で整備するほか、更新時期を迎えた備蓄品を入れ替えます。

担当：防災危機管理課

主
な
経
費

財
源
内
訳

　犯罪の抑止や解決、施設の適切な管理、自然災害や事故発生時の状況把握等の効果により、市民や
利用者が安心して生活できるよう、公共施設へ防犯カメラを整備します。令和7年度は公園、自転車
駐車場、図書館の一部に設置します。

主
な
経
費

財
源
内
訳

　大規模テロ等に加えて弾道ミサイル攻撃への対処強化等のため、令和7年度修正予定の東京都国民
保護計画を踏まえて、「小平市国民保護計画」の修正を令和7年度から2か年で実施します。

主
な
経
費
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基本目標Ⅲ　まちづくり

◆鷹の台公園の整備 11億2,580万1千円

鷹の台公園整備（公園用地購入費、整備負担金） 市のお金 9,840万8千円
11億2,580万1千円 市の借金 4億3,390万円

国のお金 2億9,674万6千円
都のお金 2億9,674万7千円
その他

◆市南西部地域の市立公園・体育施設・ふれあい下水道館の管理運営事業（指定管理者制度） 3億6,141万6千円

市立公園指定管理料 1億2,298万3千円 市のお金 3億2,907万4千円
体育施設指定管理料 1億7,375万円 市の借金
ふれあい下水道館指定管理料 国のお金

6,468万3千円 都のお金
その他 3,234万2千円

担当：水と緑と公園課、文化スポーツ課、下水道課

◆鎌倉公園の整備 1億6,421万5千円

鎌倉公園整備（公園用地購入費、 市のお金 3,748万9千円
補償算定等） 1億6,421万5千円 市の借金 7,180万円

国のお金 1,479万8千円
都のお金 4,012万8千円
その他

担当：水と緑と公園課

　－　自然と調和した、美しく快適で、魅力あるまち　―

　「まち」は、「ひと」や「くらし」の基盤となります。小平市にある水や緑の美しい憩いの空
間が適切に保全された快適性と、駅周辺を中心とした利便性が調和し、暮らしやすく、将来にわ
たって魅力と活力に満ちたまちづくりを目指します。

主
な
経
費

財
源
内
訳

　公募設置管理制度による鷹の台公園の整備を行います。令和7年度は用地購入、選定事業者による
基本設計等を行います。

担当：水と緑と公園課

主
な
経
費

財
源
内
訳

　令和6年度に選定した事業者により、新たに整備する鷹の台公園のほか、市南西部地域の市立公
園、市民総合体育館、中央公園グラウンド・テニスコート、上水公園テニスコート、きつねっぱら公
園子どもキャンプ場、ふれあい下水道館を対象施設とした指定管理を開始します。

主
な
経
費

財
源
内
訳

　鎌倉公園の整備に向けて、用地購入や補償算定等を行います。
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◆用水路の整備 425万4千円

親水整備設計委託 125万4千円 市のお金 425万4千円
用水路案内看板設置工事 300万円 市の借金

国のお金
都のお金
その他

◆第三次みどりの基本計画の中間見直し 480万7千円

計画策定等委託 480万7千円 市のお金 480万7千円
市の借金
国のお金
都のお金
その他

◆公共施設等の樹木点検・診断 1,484万8千円

公園・緑道樹木点検 645万円 市のお金 1,484万8千円
街路樹診断 281万円 市の借金
小・中学校樹木点検・診断 464万9千円 国のお金
公民館樹木点検・診断 93万9千円 都のお金

その他

担当：水と緑と公園課、道路課、教育総務課、公民館

◆公園設備の充実 2,534万6千円

公園・庭園灯のLED化 727万4千円 市のお金 2,534万6千円
旧ごみ集積所の公園敷地編入 734万8千円 市の借金
小規模公園バリアフリー改修 107万8千円 国のお金
四季の小路公園整備 125万6千円 都のお金
複合遊具の更新 839万円 その他

主
な
経
費

財
源
内
訳

　「小平市用水路管理方針」に基づき、現況と公図の不一致がある箇所を解消し、小川町1丁目地区
にある小川用水の用水路を隣接緑地と一体的に整備します。
　また、市内の親水エリア箇所及び用水路が身近に感じられる箇所に、用水路の歴史・特徴などがわ
かる案内看板を計画的に設置します。

担当：水と緑と公園課

主
な
経
費

財
源
内
訳

　令和3年に策定した「小平市第三次みどりの基本計画」について、5年が経過するため、現状把握や
施策の内容を検討し、中間見直しを実施します。

担当：水と緑と公園課

財
源
内
訳

　公園・庭園灯のLEDへの更新及び旧ごみ集積所の公園敷地への編入を加速化するほか、小規模公園
のバリアフリー改修、四季の小路公園整備、木製複合遊具の更新など、公園設備を整備します。

担当：水と緑と公園課

主
な
経
費

財
源
内
訳

　公園及び緑道等の樹木や街路樹、市立小・中学校、公民館の樹木に対して外観点検や樹木医の診断
等を行い倒木の危険性を調査します。

主
な
経
費
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◆省・創・蓄エネルギー機器等設置モニター助成 1,700万円

補助金（直接交付） 1,700万円 市のお金 1,660万円
市の借金
国のお金
都のお金
その他 40万円

◆公共施設におけるゼロカーボンガス・電気の導入 151万円

カーボンオフセット都市ガスの導入 市のお金 151万円
（学校給食センター） 151万円 市の借金
ゼロカーボン電気の導入 国のお金
（本庁舎、中島地域センター、小・中学校） 都のお金
※追加経費なし その他

◆第三次環境基本計画の中間見直し 498万3千円

計画策定等委託 498万3千円 市のお金 249万2千円
市の借金
国のお金
都のお金
その他 249万1千円

◆仮設ドッグラン用設備の導入 242万円

仮設ドッグラン用設備 242万円 市のお金 242万円
市の借金
国のお金
都のお金
その他

主
な
経
費

財
源
内
訳

　太陽光発電設備や燃料電池等を設置した家庭や事業所に対して、費用の一部を助成し、脱炭素化の
取組を促進します。

担当：環境政策課

主
な
経
費

財
源
内
訳

　公共施設で調達している都市ガスについて、CO2排出量実質ゼロのカーボンオフセット都市ガスに
切り替えます。また、小平・村山・大和衛生組合の新ごみ焼却施設のごみ焼却熱を利用して発電した
ゼロカーボン電気を導入することで、ゼロカーボンシティの実現に向けて取り組みます。

主
な
経
費

財
源
内
訳

　令和3年に策定した「小平市第三次環境基本計画」について、5年が経過するため、現状把握や施策
の内容を検討し中間見直しを実施します。

担当：環境政策課

主
な
経
費

財
源
内
訳

　仮設ドッグラン用設備を調達し、愛犬団体等に貸出しを行うことでドッグランを定期的に開催しま
す。また、災害時には飼い主のいない犬や猫等の一時保管場所として活用します。

担当：環境政策課

担当：総務課、市民協働・男女参画推進課、教育総務課、学務課
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◆都市計画マスタープランの改定 1,061万円

都市計画マスタープラン改定業務委託 市のお金 1,061万円
995万5千円 市の借金

委員謝礼 60万5千円 国のお金
消耗品費 5万円 都のお金

その他

◆小川駅西口地区市街地再開発事業の推進 49億8,180万1千円

補助金（組合事業費補助）36億8,294万8千円 市のお金 9億6,709万9千円
公共施設管理者負担金 9億2,143万2千円 市の借金 9億6,550万円
暫定歩行者デッキの設計等 1,800万円 国のお金 22億2,578万7千円
組合貸付金 3億5,000万円 都のお金 8億1,441万5千円
地下自転車駐車場整備 942万1千円 その他 900万円

担当：地域整備支援課、交通対策課

◆小平駅北口地区市街地再開発事業の推進 40万円

補助金（準備組合活動費補助） 40万円 市のお金 40万円
市の借金
国のお金
都のお金
その他

◆耐震化促進事業の拡充 1,735万5千円

木造住宅耐震診断・耐震改修等補助（増分） 市のお金 534万8千円
1,470万円 市の借金

ブロック塀等撤去・改修補助（増分） 国のお金 727万7千円
155万円 都のお金 473万円

耐震化個別相談会相談員謝礼、耐震化啓発 その他
リーフレット作成・配布 110万5千円

主
な
経
費

財
源
内
訳

　再開発準備組合への活動費補助を行います。

担当：地域整備支援課

主
な
経
費

財
源
内
訳

　現在の耐震化促進事業に係る木造住宅耐震診断補助の対象件数を拡大するとともに、耐震改修等補
助の対象件数の拡大及び昭和56年6月1日から平成12年5月31日までの新耐震基準で建築された木造
住宅まで補助対象を拡大し、耐震化を推進します。また、ブロック塀等に対する撤去・改修補助につ
いて、倒壊による被害を防止するため、撤去に係る補助金の単価を１ｍあたり１万５千円に拡充する
とともに上限額を３０万円に引き上げ、対象件数を拡大します。
　その他、耐震化個別相談会について、相談員を増員し相談受け入れ人数を拡充するとともに、耐震
化の必要性や耐震化補助制度を広く市民に周知するため、市内の全戸建住宅に対して、啓発リーフ
レットを配布します。

担当：建築指導課

担当：都市計画課

主
な
経
費

財
源
内
訳

　再開発組合が実施する再開発ビル建築工事費等に対する補助金及び駅前広場等の整備等に係る費用
に対する公共施設管理者負担金を交付するほか、資金の貸付による支援を行い、事業を推進します。
また、暫定歩行者デッキや地下自転車駐車場について実施設計等を行います。

主
な
経
費

財
源
内
訳

　現在の「小平市都市計画マスタープラン」が令和8年度で終了することから、20年間を対象期間と
する次期計画を令和6年度から3か年で策定します。令和7年度は検討委員会等を開催し、計画の策定
を進めます。
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◆都市計画道路・小川駅自由通路の整備 11億4,723万5千円

3・4・19号線整備事業 市のお金 1億2,979万円
（道路用地購入、損失補償等） 市の借金 2億7,940万円

3億7,430万円 国のお金 1億5,900万円
3・4・10号線整備事業 都のお金 5億7,904万5千円
（道路用地購入、損失補償等） その他

2億3,352万8千円
第三次みちづくり・まちづくりパートナー事業

（道路用地購入、損失補償等）
5億240万7千円

小川駅自由通路整備
（調査、測量、基本設計） 3,700万円

◆下水道施設の老朽化対策事業 9億1,298万9千円

改築・修繕工事 6億7,914万2千円 市のお金 1億7,623万5千円
管路内調査委託 1億3,061万4千円 市の借金 2億6,970万円
計画策定委託 6,143万3千円 国のお金 8,181万6千円
緊急修繕工事 4,180万円 都のお金 786万8千円

その他 3億7,737万円

◆公共下水道雨水整備の推進 2億7,394万5千円

管きょ築造工事 7,712万1千円 市のお金 338万4千円
雨水流出抑制施設工事 1億8,682万4千円 市の借金 2億4,830万円
雨天時浸入水対策 1,000万円 国のお金 247万円

都のお金 1,279万1千円
その他 700万円

◆第二次下水道プランの中間見直し等 1,626万3千円

計画策定等委託 1,626万3千円 市のお金 813万1千円
市の借金
国のお金
都のお金
その他 813万2千円

担当：下水道課

主
な
経
費

財
源
内
訳

　「小平市第二次下水道プラン」が策定から前期の5年間を経過するため、中間見直しを行います。
また、事前防災の考え方等に基づく浸水対策を計画的に実施するため、内水浸水想定区域図の作成と
雨水管理総合計画を令和7年度から2か年で策定します。

担当：下水道課

　都市計画道路3･4･19号線、3･4･10号線、第三次みちづくり・まちづくりパートナー事業を活用
した3･3･3号線の整備に向けた、用地購入や損失補償などを行います。また、小川駅舎の建替えを契
機に東西自由通路及び歩行者デッキの整備に向けた取組を進めます。

担当：道路課

主
な
経
費

財
源
内
訳

　「小平市下水道ストックマネジメント実施方針」に基づき、計画的な下水道施設の改築や修繕工事
を実施します。令和7年度は第1期にあたる学園、喜平処理分区等の改築、修繕工事、第3期にあたる
上水東処理分区の調査に加えて、令和9年度から令和12年度に行う工事の計画を策定します。また、
管きょの調査時に緊急修繕が生じることに備えた修繕工事費用を計上しています。

担当：下水道課

主
な
経
費

財
源
内
訳

　分流式下水道区域において、浸水シミュレーションの結果を踏まえ、浸水リスクを有する地区を中
心に実施している雨水管きょ整備として、令和7年度は、花小金井地区の雨水管きょ築造工事を行い
ます。また、天神通り周辺地区等において雨水流出抑制施設工事等を行うほか、花小金井地区の雨天
時浸入水対策として、管路内カメラ調査等を行います。

主
な
経
費

財
源
内
訳
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◆南西部地域デマンド型交通実証実験運行 189万8千円

デマンド型交通実証実験運行経費補助 市のお金 95万円
189万8千円 市の借金

国のお金
都のお金 94万8千円
その他

◆小平駅南口有料自転車駐車場の更新 8,188万6千円

設計等委託 574万6千円 市のお金 2,148万6千円
地質調査委託 128万6千円 市の借金 6,040万円
工事・監理等委託 161万5千円 国のお金
改築工事 7,323万9千円 都のお金

その他

◆市道の無電柱化事業 9,247万8千円

電線共同溝本体工事 9,247万8千円 市のお金 　　　 7万8千円
市の借金 3,340万円
国のお金 3,245万円
都のお金 2,655万円
その他

◆AIを活用した生活道路点検 300万円

調査等委託 300万円 市のお金 300万円
市の借金
国のお金
都のお金
その他

　道路舗装の損傷状況を数値化し、客観的なデータの取得及び業務の効率化を図るため、スマート
フォンで撮影したAI画像解析を活用して生活道路となっている市道の点検を行います。

担当：道路課

主
な
経
費

財
源
内
訳

　小平駅南口有料自転車駐車場の更新に向けて、実施設計、地質調査に続き、改築工事を行います。

担当：交通対策課

主
な
経
費

財
源
内
訳

　国及び東京都の補助事業を活用し、たかの台本通りの無電柱化を実施する事業で、令和7年度は、
電線共同溝本体工事を行います。

担当：道路課

主
な
経
費

財
源
内
訳

主
な
経
費

財
源
内
訳

　南西部地域におけるコンパクトな地域内の生活交通を確保するため、地域の特性やニーズに即した
デマンド型交通の実証実験運行を引き続き令和7年5月まで実施します。

担当：公共交通課
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◆道路整備事業の充実 3億3,958万8千円

道路維持補修工事 1億8,055万1千円 市のお金 1,980万4千円
道路新設改良工事 1億3,719万4千円 市の借金 2億4,240万円
私道舗装工事 2,184万3千円 国のお金

都のお金 7,520万円
その他 218万4千円

◆商工会補助の拡充（設備投資等補助金） 50万円

補助金（増分） 50万円 市のお金 40万円
市の借金
国のお金
都のお金 10万円
その他

◆ランタンナイトウォーク（第20回小平グリーンロード灯りまつり）　 110万6千円

補助金 110万6千円 市のお金 110万6千円
市の借金
国のお金
都のお金
その他

◆農地の保全に係る取組支援 2,863万5千円

補助金（環境保全型農業推進事業） 市のお金 1,144万円
800万円 市の借金

補助金（未来に残す小平市の農地プロジェクト） 国のお金
2,063万5千円 都のお金 1,719万5千円

その他

担当：産業振興課

主
な
経
費

財
源
内
訳

　こだいら観光まちづくり協会において、小平グリーンロード灯りまつりが20回目の開催となること
を記念して、これまでの各会場での灯篭飾りに加え、新たに「ランタンナイトウォーク」を実施しま
す。

担当：産業振興課

主
な
経
費

財
源
内
訳

　JA東京むさしが市内で実施する環境保全型農業推進事業に対し支援を行います。令和7年度から、
暑熱対策等に係る資材購入費及び施設整備費を補助対象に追加します。
　また、市内農業者が行う、農地が持つ多面的機能を発揮するために必要な施設整備等を支援するこ
とで、農地の確保及び保全を図ります。令和7年度は5件の農業者に対し、防災兼用農業用井戸の設置
に係る費用の一部を補助します。

担当：産業振興課

主
な
経
費

財
源
内
訳

　道路維持事業として市道6件・6路線の補修工事（ 　 ～　  ）、道路新設改良事業として市道4件・
4路線の整備工事（①～④）を行うほか、引き続き、私道整備の補助を行います。
　※道路整備予定箇所については、28ページに掲載しています。

担当：道路課

主
な
経
費

財
源
内
訳

　小平商工会への補助により、市内事業者が実施する社会変化に対応する取組や生産性の向上を図る
ためのサービス開発・試作品開発・生産プロセスの改善を行うための設備投資などに対する費用の一
部を助成します。

１ ６
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◆農業体験ファーム（体験農園）整備事業 100万円

補助金 100万円 市のお金 100万円
市の借金
国のお金
都のお金
その他

◆スマート農業技術導入支援事業 100万円

補助金 100万円 市のお金 100万円
市の借金
国のお金
都のお金
その他

主
な
経
費

財
源
内
訳

　市内の体験農園（5園）に対し、鳥獣・害虫対策等の整備に係る費用を補助します。

担当：産業振興課

主
な
経
費

財
源
内
訳

　市内農業者に対し、ICTやロボット技術を活用した、作業の効率化や品質向上を実現する新たな農業
機械機器の導入に係る費用の一部を補助します。

担当：産業振興課
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自治体経営方針

◆中央エリアに係る整備事業（新建物敷地整備工事等） 9,494万2千円

調査等委託 494万8千円 市のお金 9,344万2千円
新建物敷地整備工事 8,999万4千円 市の借金

国のお金 100万円
都のお金 50万円
その他

◆十一小及び十三小の更新等に向けた取組 6,815万7千円

十一小、十三小樹木診断業務委託 110万円 市のお金 4,765万7千円
十一小耐力度調査業務委託 1,647万8千円 市の借金 2,050万円
十一小防草シート設置業務委託 国のお金

762万6千円 都のお金
十一小設計等委託【部分払い金】 その他

4,295万3千円

◆自治体DXの推進 8億8,893万9千円

システムの標準化に向けた移行作業 市のお金 2億8,297万8千円
（システム構築費等）8億8,479万2千円 市の借金
公共施設におけるWi-Fi環境試行整備（増分） 国のお金
（通信運搬費等） 304万7千円 都のお金 110万円
DX推進のための人材育成研修の実施（増分） その他 6億486万1千円
（講師謝礼） 110万円

財
源
内
訳

　住民記録、税、介護等主要20業務システムの標準化に向けた移行作業、公共施設におけるWi-Fi環
境試行整備、DX推進のための人材育成研修の実施により、自治体DXを推進します。

担当：行政経営課、情報政策課、市民協働・男女参画推進課、文化スポーツ課、健康推進課、公民館、図書館

　今後の自治体経営では公共サービスの提供における行政の位置づけや市民等と行政との役割分
担を踏まえ、継続的に自治を発展させていくことを軸としていきます。その上で、脅威となる地
震、風水害、感染症などに対するリスク管理にも配慮しながら、成熟社会において持続可能な自
治体を築いていきます。そのためには、厳しい財政状況を見据え、事務事業の厳選や聖域なき見
直しにより、一層の効率化を図り、健全な財政運営を確保します。また、今後の自治体経営に大
きな影響を与えるものと考えられる課題として、ＩＣＴ技術の進展と実用化及び多様な生活様式
に即した働き方の変革に焦点を当て、先を見通した対応をしていきます。

　小平第十一小学校等複合施設及び小平第十三小学校等複合施設の整備に向け、令和7年度は引き続
き設計を行うとともに、既存樹木の移植適性度を調査するための樹木診断を実施します。また、小平
第十一小学校においては、既存校舎等の耐力度調査、購入した土地の維持管理を目的とした防草シー
ト設置も実施します。

担当：教育総務課

主
な
経
費

財
源
内
訳

　中央公民館、健康福祉事務センター及び福祉会館の更新にあたって、新建物建設予定地における土
壌調査や埋蔵文化財調査を実施するとともに、既存施設の給排水管などへの影響を避けるため、移設
工事や樹木の伐採等を行います。

担当：福祉政策課

主
な
経
費

財
源
内
訳

主
な
経
費
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◆電子契約サービスの導入 118万円

電算関係業務委託 118万円 市のお金
市の借金
国のお金
都のお金
その他 118万円

◆業務管理アプリの導入 338万3千円

消防団動態管理アプリ 39万6千円 市のお金 35万円
学童クラブ保育管理アプリ 298万7千円 市の借金

国のお金 99万8千円
都のお金 203万5千円
その他

◆マイナンバーカード交付の推進 2億5,161万5千円

サービス業務委託等 2億5,161万5千円 市のお金 59万8千円
市の借金
国のお金 2億5,101万7千円
都のお金
その他

◆「書かない窓口」の実施 289万円

申請書自動印字システム購入 289万円 市のお金
市の借金
国のお金
都のお金
その他 289万円

主
な
経
費

財
源
内
訳

　マイナンバーカード関連窓口の運営委託を継続するほか、新たに交付業務についても委託範囲を拡
大します。また、オンライン申請サポートシステムを導入し、市民の方が来庁せずとも申請のサポー
トを受けられる体制を整備します。

担当：市民課

担当：防災危機管理課、子育て支援課

担当：市民課、税務課、収納課

主
な
経
費

財
源
内
訳

　市民課の住民票の写し及び戸籍証明書、税務課及び収納課の税証明書の発行に係る申請書につい
て、申請書自動印字システムを導入し、本人確認カードから氏名・住所・生年月日等の必要記載事項
を自動転記し、申請者の利便性の向上、記入負担の軽減を図ります。

主
な
経
費

財
源
内
訳

　消防団の出動報告の提出や出動報酬支給が効率的に実施できるアプリ、直営学童クラブに在籍する
児童の出欠連絡等を効率的に管理できるアプリを導入し、消防団員や保護者の負担を軽減するととも
に、事務の効率化を図ります。

　契約事務の効率化や事業者の利便性向上を図るため、紙の契約書でなく、電子（クラウド上）で契
約締結を行うことができる、電子契約サービスを共同調達により導入します。

担当：情報政策課

主
な
経
費

財
源
内
訳
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◆統合型・公開型GISシステムの構築 1億570万5千円

システム構築 1億439万円 市のお金 1,483万6千円
審査用モニター購入 78万9千円 市の借金
カウンター修繕 52万6千円 国のお金 5,245万7千円

都のお金 1,540万円
その他 2,301万2千円

担当：情報政策課、総務課、建築指導課

　都市計画、建築、道路、下水道、防災マップ等の12課が保有する情報を統合型GISにて一元管理
し、公開型GIS及び窓口システムを再構築することで、窓口での待ち時間の短縮や事務の効率化を図
ります。

主
な
経
費

財
源
内
訳
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一般会計予算について 

 

１ 予算の概要 

 

（1）歳入のポイント 

○ 市税は、法人市民税で減となりましたが、令和６年度に実施された対象者の定額減税終

了による個人市民税の大幅な増により、前年度と比べて 20 億 400 万円、6.3％の増と

なりました。 
 

○ 地方特例交付金は、個人市民税の定額減税に伴う減収分の補てんの減により、前年度と

比べて 17 億 2,900万円、87.1％の減となりました。 
 

○ 国庫支出金、都支出金は、扶助費や普通建設事業の増などにより、前年度と比べてそれ

ぞれ 25 億 5,706 万円、15.4％、20 億 2,573 万円、15.1％の増となりました。 
 

○ 歳出額の増に対する財源不足を補うために、財政調整基金の活用などで補てんすること

としました。 
 

 

（2）歳出のポイント 

○ 扶助費は、児童手当や民間保育園運営費、障害者自立支援給付費の増などにより、前年

度と比べて 26 億 2,246 万円、9.7％の増となりました。 
 

○ 普通建設事業は、小川駅西口地区市街地再開発事業の増などにより、前年度と比べて

15 億 8,267 万円、18.2％の増となりました。 
 

○ 物件費は、小平市南西部地域の市立公園・体育施設の管理運営事業の増などにより、前

年度と比べて 13 億 1,154 万円、9.2％の増となりました。 
 

 

（3）行財政改革への取組 

○ 行財政改革の取組効果は 7,400 万円となりました。 
 

○ 歳入確保策としては、学童クラブ費の見直しやクラウドファンディングの実施により

3,000 万円を見込みました。 
 

○ 歳出削減策としては、管理事務費の見直し等の内部努力により 2,000 万円、施策の見

直し等により 2,400 万円、それぞれ経費を節減しました。 
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２ 歳入予算について 
 

区  分 令和 7 年度予算額 令和 6 年度予算額 増減額 
増減率 
（％） 

市 税 336 億 9,900 万円 316 億 9,500 万円 20 億 400 万円 6.3 

国 庫 支 出 金 191 億 4,181 万円 165 億 8,474 万円  25 億 5,706 万円 15.4 

都 支 出 金 154 億 2,429 万円 133 億 9,856 万円 20 億 2,573 万円 15.1 

各種譲与税・交付金 75 億 4,000 万円 85 億 5,850 万円 △10 億 1,850 万円 △11.9 

繰 入 金 61 億 2,423 万円 51 億 3,915 万円 9 億 8,508 万円 19.2 

市 債 39 億 570 万円 36 億 5,160 万円 2 億 5,410 万円 7.0 

繰 越 金 10 億円 10 億円 － － 

そ の 他 34 億 5,097 万円 29 億 7,245 万円 4 億 7,852 万円 16.1 

合  計 902 億 8,600 万円 830 億円 72 億 8,600 万円 8.8 

 

※「その他」には、使用料及び手数料、分担金及び負担金、財産収入などを含みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

繰入金

61億2,423万円（6.8 %）

（各基金などを取崩すもの）

各種譲与税・交付金

75億4,000万円（8.4 %）

（人口などに応じて交付されるもの）

市債

39億570万円（4.3 %）

（市が国や金融機関などから

借りるお金）

都支出金

154億2,429万円（17.1 %）

（特定の事業に充てられる

都からの補助金など）

国庫支出金

191億4,181万円（21.2 %）

（特定の事業に充てられる

国からの補助金など）

市税

336億9,900万円（37.3 %）

（市民税・固定資産税など

皆さんから納められる税金）

繰越金

10億円（1.1 %）

（令和6年度からの繰越金）

その他

34億5,097万円（3.8 %）

（使用料及び手数料、

分担金及び負担金など）

歳入

902億8,600万円
（100.0％）
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（1）市税は、前年度比 20 億 400 万円増の 336 億 9,900 万円となりました。 

（2）交付金は、株式等譲渡所得割交付金及び配当割交付金の増などにより、全体で前年度

比 3 億 6,600 万円増の 10 億 8,500 万円となりました。 

（3）地方消費税交付金は、前年度比 4 億 9,600 万円増の 45 億 1,400 万円となりまし

た。 

（4）地方特例交付金は、個人市民税の定額減税に伴う減収分の補てんの減により、前年度

比 17 億 2,900 万円減の 2 億 5,500 万円となりました。 

（5）地方交付税は、普通交付税及び特別交付税を見込んでいますが、法人市民税等の動向

を踏まえ、前年度比 2億 2,000 万円減の 6 億円となりました。 

（6）国庫支出金、都支出金は、児童手当や小川駅西口地区市街地再開発事業、市立小・中

学校における学校給食費の無償化の増などにより、それぞれ前年度比 25 億 5,706 万

円の増、20億 2,573万円の増となりました。 

（7）繰入金は、都市計画事業基金繰入金や公共施設整備基金繰入金の増などにより、全体

で前年度比 9 億 8,508万円の増となりました。 

（8）市債は、臨時財政対策債が皆減となるものの、小川駅西口地区市街地再開発事業の増

などにより、前年度比 2 億 5,410 万円の増となりました。 

◆市税 

○ 市税収入は、市民税の大幅な増により、前年度比 20 億 400 万円の増となりました。 

○ 市民税は、個人においては、景気の緩やかな回復による所得の増及び令和 6 年度に

実施された対象者の定額減税終了による増、法人においては、一部大手法人の動向を踏

まえ減を見込み、それぞれ前年度比 22 億 5,494 万円の増、5 億 178 万円の減とな

りました。 

○ 固定資産税・都市計画税は、土地においては、宅地開発による宅地の増、家屋におい

ては、新築家屋による増に伴い、前年度比 2 億 4,981 万円の増となりました。 

 

区  分 令和 7 年度予算額 令和 6 年度予算額 増減額 
増減率 

（％） 
R5 決算 

（ピーク時） 

市 民 税 175 億 5,261 万円 157 億 9,944 万円 17 億 5,317 万円 11.1 202 億円 

 個    人 153 億 520 万円 130 億 5,025 万円 22 億 5,494 万円 17.3 150 億円 

 法    人 22 億 4,741 万円 27 億 4,919 万円 △5 億 178 万円 △18.3 52 億円 

固定資産税・ 

都市計画税 
151 億 371 万円 148 億 5,391 万円 2 億 4,981 万円 1.7 151 億円 

 固定資産税 126 億 4,470 万円 124 億 2,866 万円 2 億 1,604 万円 1.7 126 億円 

 都市計画税 24 億 5,902 万円 24 億 2,524 万円 3,377 万円 1.4 25 億円 

軽自動車税 1 億 7,878 万円 1 億 7,283 万円 595 万円 3.4 2 億円 

市たばこ税 8 億 6,390 万円 8 億 6,883 万円 △492 万円 △0.6 9 億円 

合  計 336 億 9,900 万円 316 億 9,500 万円 20 億 400 万円 6.3 364 億円 
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３ 歳出予算について 
 

（１）目的別内訳  

市の歳出を、民生費、総務費、教育費、土木費など目的に応じて区分しています。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区　　分
増減率
（％）

民　生　費 437 億 2,091万円 414 億 429万円 23 億 1,662万円 5.6

総　務　費 120 億 4,090万円 108 億 6,407万円 11 億 7,683万円 10.8

土　木　費 117 億 8,760万円 91 億 9,616万円 25 億 9,143万円 28.2

教　育　費 98 億 6,436万円 88 億 4,245万円 10 億 2,191万円 11.6

衛　生　費 64 億 1,235万円 63 億 9,809万円 1,426万円 0.2

公　債　費 33 億 7,911万円 32 億 5,365万円 1 億 2,546万円 3.9

消　防　費 21 億 6,046万円 21 億 2,389万円 3,657万円 1.7

そ　の　他 9 億 2,031万円 9 億 1,739万円 292万円 0.3

合　　計 902 億 8,600万円 830億円 72 億 8,600万円 8.8

令和7年度予算額 令和6年度予算額 増減額

民生費

437億2,091万円 （48.4 %）

（こどもや高齢者、身体の

不自由な方などの福祉、

生活保護など）

教育費

98億6,436万円 （10.9 %）

（学校、図書館、公民館、体育施設

の管理や教育振興など)

公債費

33億7,911万円 （3.7 %）

（市の借入金の返済）

土木費

117億8,760万円 （13.1 %）

（道路・公園の整備など

住みよいまちづくりなど)

衛生費

64億1,235万円 （7.1 %）

（各種健康診断、予防接種、

ごみ収集、資源の循環など)

総務費

120億4,090万円 （13.3 %）

（市庁舎の管理、文化の

振興、コミュニティ、防災体制

の強化など）

消防費

21億6,046万円 （2.4 %）

（都への消防事務委託など）

その他

9億2,031万円 （0.9 %）

（議会費、商工費、

労働費、農業費など）

歳出

902億8,600万円

（100.0％）
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目的別区分の主な事業内容及び予算額 
①民生費 

民間保育園等運営経費 

障害者自立支援給付費経費 

生活保護費等経費 

児童手当等経費 

学童クラブ経費 

認証保育所等補助経費 

特別会計（国保・後期高齢・介護）繰出金 

79 億 1,656 万円 

64 億 5,031 万円 

62 億 3,114 万円 

40 億 3,343 万円 

13 億 1,338 万円 

11 億    587 万円 

75 億 9,800 万円 

②総務費 

私立幼稚園教育充実振興経費 

情報システム運営経費 

基金積立 

市民文化会館運営経費 

地域センター維持管理経費 

庁舎管理経費 

窓口事務経費 

住民基本台帳事務経費 

参議院議員選挙経費 

③土木費 

        小川駅西口地区・小平駅北口地区市街地再開発の推進 

公園緑地費（維持管理、緑の保護など） 

街路事業費（都市計画道路整備・小川駅自由通路の整備） 

道路橋りょう費（道路維持、道路新設改良など） 

交通安全対策費（交通安全対策、自転車対策など） 

下水道事業会計繰出金 

 23 億    542 万円 

18 億 8,406 万円 

13 億 4,278 万円 

6 億 4,095 万円 

3 億 2,243 万円 

2 億 7,027 万円 

2 億 6,076 万円 

2 億 3,688 万円 

1 億 4,016 万円 

 

49 億 7,280 万円 

17 億 4,512 万円 

11 億 4,724 万円 

7 億 9,352 万円 

5 億 1,818 万円 

12 億      円 

④教育費 

小学校経費（小学校施設管理、就学援助、保健事業など） 

図書館経費 

教育指導費（小・中学校の教育に関する経費、教育 ICT 管理

運営事業、特別支援教育に関する経費など） 

小学校給食運営経費 

中学校経費（中学校施設管理、就学援助、保健事業など） 

中学校給食運営経費 

公民館経費 

体育館・体育施設経費 

⑤衛生費 

22 億 4,592 万円 

13 億  253 万円 

12 億 9,844 万円 

 

12 億 6,145 万円 

9 億 7,973 万円 

7 億  777 万円 

5 億 5,786 万円 

3 億 7,812 万円 

塵芥処理経費（ごみ収集、処分費など） 

予防接種経費 

資源循環推進経費（資源循環の推進経費など） 

昭和病院構成市分賦金 

26 億 3,584 万円 

7 億 5,791 万円 

5 億 9,414 万円 

5 億 5,070 万円 

⑥消防費 

常備消防経費（消防事務の都委託など） 

非常備消防経費（消防団関係の運営経費） 

20 億 2,812 万円 

7,734 万円 

⑦その他（議会費、商工費、労働費、農業費など） 

議会費（市議会議員人件費、議会の運営費など） 

商工振興経費（商店街等支援、観光まちづくり推進など） 

農業振興経費（農業経営基盤の強化支援など） 

労働諸経費（小平市シルバー人材センター補助） 

3 億 6,035 万円 

1 億 1,236 万円 

6,447 万円 

3,156 万円 
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（２）性質別内訳 

 

 
 

 

増減率
（％）

454 億 6,033万円 420 億 3,721万円 34 億 2,313万円 8.1

人　件　費 122 億 8,844万円 116 億 1,323万円 6 億 7,521万円 5.8

扶　助　費 297 億 9,278万円 271 億 7,032万円 26 億 2,246万円 9.7

公　債　費 33 億 7,911万円 32 億 5,365万円 1 億 2,546万円 3.9

103 億 196万円 87 億 1,929万円 15 億 8,267万円 18.2

345 億 2,371万円 322 億 4,351万円 22 億 8,020万円 7.1

物　件　費 155 億 2,688万円 142 億 1,534万円 13 億 1,154万円 9.2

繰　出　金 75 億 9,800万円 77 億 1,400万円 △1 億 1,600万円 △ 1.5

補 助 費 等 91 億 416万円 83 億 8,676万円 7 億 1,740万円 8.6

そ　の　他 22 億 9,467万円 19 億 2,741万円 3 億 6,726万円 19.1

902 億 8,600万円 830億円 72 億 8,600万円 8.8

その他の経費

増減額

合　　　　計

令和6年度予算額令和7年度予算額区　　　　分

義務的経費

普通建設事業費

人件費

122億8,844万円

（13.6 %）

（職員給、議員報酬、

退職金などの経費）

扶助費

297億9,278万円

（33.0 %）

（児童手当や生活保護など法令

に基づき支給される費用など）

物件費

155億2,688万円

（17.2 %）

（消耗品の購入、業務を

委託する費用など）

普通建設事業費

103億196万円

（11.4 %）

（道路や学校など公共施設の

整備のための経費）

繰出金

75億9,800万円

（8.4 %）

（3つの特別会計への

繰出金）

公債費

33億7,911万円

（3.7 %）

（国や金融機関などから

借りたお金の返済金と

その利息の支払い）

補助費等

91億416万円

（10.1 %）

（都への消防事務委託や、

一部事務組合に対する

負担金など）

その他

22億9,467万円

（2.6 %）

（維持補修費、

積立金など）

歳出

902億8,600万円

（100.0％）



- 39 – 

 

 市の歳出を、人件費、扶助費、物件費など性質に応じて区分しています。性質別

に分類することにより、例えば任意に削減できない義務的経費（人件費・扶助費・

公債費）が多いほど任意に使えるお金が少なくなるなど、市の財政状況を知ること

ができます。 

 

① 人件費は、職員給料・共済費等の増などにより、5.8％の増となりました。 

 

② 扶助費は、児童手当、民間保育園運営費、障害者自立支援給付費の増などにより、

9.7％の増となりました。 

 

③ 公債費は、償還元金、償還利子の増により、3.9％の増となりました。 

 

④ 普通建設事業費は、小川駅西口地区市街地再開発事業の増などにより 18.2％の増とな

りました。 

 

⑤ 物件費は、小平市南西部地域の市立公園・体育施設の管理運営事業（指定管理者制度導

入）や情報システムの標準化・共通化導入の増などにより、9.2％の増となりました。 

 

⑥ 繰出金は、国民健康保険事業特別会計の減などにより 1.5％の減となりました。 

 

⑦ 補助費等は、小・中学校学校給食費無償化の増などにより、8.6％の増となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４　小平市の財政状況

（１）市債の推移

①　一般会計

（単位：億円・％）

H28 H29 H30 R元 R2 R3 R4 R5 R6 R7

2.6 3.6 5.0 3.7 3.6 3.4 3.5 3.2 4.4 4.3

275 265 264 256 257 254 254 251 251 257

 うち臨時財政対策債 139 142 144 143 145 152 146 134 120 106

　市債現在高は、平成16年度末をピークに減少し、令和5年度から停滞してい
ますが、令和7年度は償還見込額より借入見込額が大きいため、令和6年度末
市債現在高見込額より6億円増加します。
　市債依存度（歳入に占める市債の割合）は、令和6年度より0.1ポイント減
少します。

年度末現在高見込額

※ 「市債現在高」の平成28年度から令和5年度は年度末現在高、令和6年度・令和7年度は

市債現在高

市債依存度

年　　度

※ 「市債依存度」の平成28年度から令和5年度までは決算額、令和6年度・令和7年度は

当初予算額に対する数値

※ 借換債は除く

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

14.0

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

H28 H29 H30 R元 R2 R3 R4 R5 R6 R7
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市債現在高(臨財債除く） 臨時財政対策債 市債依存度
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② 市全体の債務の推移

（単位：億円・％）

H28 H29 H30 R元 R2 R3 R4 R5 R6 R7

275 265 264 256 257 254 254 251 251 257

  うち臨時財政対策債 139 142 144 143 145 152 146 134 120 106

78 76 73 74 73 72 75 78 83 86

0 2 3 25 31 30 28 26 13 5

353 343 340 355 361 356 357 355 347 348

△ 6.4 △ 2.8 △ 0.9 4.4 1.7 △ 1.4 0.3 △ 0.6 △ 2.3 0.3

　市全体の債務は、各会計及び土地開発公社の債務の減少により、平成8年度のピークか

ら平成30年度までは減少してきましたが、令和元年度に増加に転じました。令和7年度末

の市全体の債務残高見込額は、各会計の債務残高が増加しているため、令和６年度より1

億円増加します。

※平成28年度から令和5年度は年度末現在高、令和6年度・令和7年度は年度末現在高見込額

土地開発公社

債務残高合計

対前年度増減率

年　　度

一般会計

下水道事業会計

0

50
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350

400

H28 H29 H30 R元 R2 R3 R4 R5 R6 R7

億円

年度

土地開発公社 下水道会計 一般会計（臨財債を除く） 臨時財政対策債
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（２）基金の推移 

 市では毎年度、基金（市の貯金）を積み立てています。 

 基金には、経済事情の変動等による財源不足の補てんのための「財政調整基金」、公共

施設の整備資金に充てるための「公共施設整備基金」、市職員の退職手当に充てるための

「職員退職手当基金」など、目的に応じた 18 の基金があります。 

 これらの基金残高は、総額が 268 億円まで増加した令和 5 年度以降は、財源不足に対

応するため減少する見込みとなっています。 

 財政調整基金は予期しない収入の減少や災害など不測の支出増に備え、安定的な財政運

営を行うために必要な基金ですが、近年においては当初予算を編成するために 40 億円以

上の繰入金の計上が必要となっています。また、今後想定される公共施設の老朽化に伴う

更新等に備える必要もあり、財政調整基金と公共施設整備基金の残高確保の取組が肝要で

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0

50

100

150

200

250

300

H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

億円

年度
財政調整基金 公共施設整備基金 職員退職手当基金 その他の基金

（単位：億円・％）

年　　度 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

財 政 調 整 基 金 25 29 30 29 28 44 45 80 61 26

公 共 施 設 整 備 基 金 22 22 22 21 18 21 40 50 47 41

職 員 退 職 手 当 基 金 10 8 8 7 5 7 10 14 16 19

そ の 他 の 基 金 53 65 77 87 94 108 115 125 134 124

基 金 残 高 合 計 109 123 137 143 146 180 211 268 257 210

対 前 年 度 増 減 率 △ 3.5 12.8 11.4 4.4 2.1 23.3 17.2 27.0 △ 4.1 △18.3

※平成２８年度から令和５年度までは年度末残高額、令和６年度・令和７年度は年度末残高見込額
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（３）財政指標 

財政指標とは、市の財政運営が健全かどうかを表す指数です。 

主な財政指標として、経常収支比率・財政力指数・実質公債費比率などがあります。 

①経常収支比率 

人件費・扶助費・公債費などの経常経費に、地方税・地方交付税・地方譲与税などの経

常一般財源や臨時財政対策債などが、どれくらい充てられているかを見る指標です。この

比率から財政構造の弾力性を判断することができ、数値が低いほど財政構造に弾力性があ

ることになります。 

市における目安として、70～80％を超えると普通建設事業などの臨時的な経費に充て

られる財源が少なくなり、財政構造の弾力性が失われつつあるとされています。小平市で

は、市税収入の増や普通交付税の追加交付などにより令和 3 年度から一時的に 80％台と

なったものの、財政構造の硬直化が進んでいるといえます。今後についても、扶助費や補

助費等の経常経費の増が見込まれるため、大きく好転するのは難しい状況です。 

②財政力指数 

地方公共団体の財政力の強弱を表す数値で、「基準財政収入額／基準財政需要額」によ

り算定されます。その数値が大きいほど財政力が強いとみることができ、単年度で 1 を

超える団体は普通交付税の不交付団体となります。令和 7 年度については、扶助費の増

などにより、財政力指数は 1 を下回ることが予想され、交付団体となる見込みです。 

③実質公債費比率 

地方公共団体の財政規模に対する公債費の割合を表す指標で、公債費には一般会計だけ

でなく、一般会計が負担する下水道事業会計や一部事務組合などの実質的な公債費も含ん

でいます。平成 19 年度決算から導入された健全化判断比率の１つで、25％を超えると

健全化団体等へ移行しますが、小平市は基準を大きく下回っています。 

   （単位：％） 

年  度 
H28 

決算 
H29 

決算 
H30 

決算 
R 元 

決算 
R2 

決算 
R3 

決算 
R4 

決算 

R5 

決算 

R6 

当初 

予算 
（参考値） 

R7 

当初 

予算 
（参考値） 

経 常 収 支 

比      率 

94.9 93.0 92.7 93.7 91.0 83.1 85.2 82.6 99.9 99.9 

96.8 96.6 96.5 96.7 94.7 87.5 86.5 82.9 100.2 99.9 

財 政 力 

指 数 

0.976 0.977 0.976 0.973 0.968 0.947 0.926 0.920 0.944 0.973 

0.982 0.973 0.973 0.972 0.960 0.910 0.909 0.940 0.981 0.984 

実質公債費 

比   率 
0.6 0.7 1.2 1.7 2.0 2.0 1.9 1.8 2.1 2.5 

※財政指標は、通常、決算数値を用いて算出しており、当初予算時点の数値は予算額を用いて試みに算出し

た参考値 

◯経常収支比率は、上段：経常一般財源に減税補てん債及び臨時財政対策債を含めて算出した数値    

下段：経常一般財源から減税補てん債及び臨時財政対策債を除いて算出した数値  

◯財 政 力 指 数 は、上段：当該年度を含む過去３年間の平均値   

下段：単年度 

◯実質公債費比率は、当該年度を含む過去３年間の平均値 

※ ※ 
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（４）小平市の家計簿 

小平市の一般会計予算（令和７年度）を家庭にたとえて家計簿を作りました。 

 

小平家の１年間の収入と支出  総額９０２.９万円       ・貯金残高  ２５７万円 

・ローン残高 ２５１万円 

 

 

小平家は、1 年間で 802.6 万円の稼ぎがあります。この中には、一定水準の家計のや

りくりができないときに実家（国）から仕送りがされるお金（地方交付税）が 6 万円含

まれています。これに対して１年間に使うお金は 902.9 万円ですので、稼いだお金だけ

では足りません。そこで、貯金の取崩しと新たなローンを組むことで不足分の 100.3 万

円を賄って生活をしています。稼いだお金だけでは生活ができないというのは、とても不

安定な状況であるといえます。 

小平家では、すでに銀行で２５１万円のローンを組んでいます。今後、利子を加えて返

済することになります。 

  また、備えや事業資金としての貯金が２５７万円ありますが、この貯金には使用目的が

決められているものが多く、いつでもおろせる貯金としては６１万円しかありません。 

 

１年間の収入 

給料（市税） 337.0万円 

賞与 

（各種譲与金、交付金） 
69.4万円 

パート収入 

（分担金及び負担金、使
用料及び手数料、財産収
入、寄附金、諸収入、繰
越金） 

44.5万円 

医療費や家の増改築等に
対する助成金、奨学金 

（国庫・都支出金） 

345.7万円 

実家からの仕送り 

（地方交付税） 
6.0万円 

稼ぎの計 802.6 万円 

貯金の取崩し（繰入金） 61.2万円 

ローン（市債） 39.1万円 

収入計 902.9 万円 

 

 

１年間の支出 

食費（人件費） 122.9 万円 

学費、医療費（扶助費） 297.9万円 

ローン返済金（公債費） 33.8万円 

光熱水費、生活用品 

（物件費） 
155.3万円 

車や電化製品等の修理 

（維持補修費） 
5.0万円 

自治会費（補助費） 91.1万円 

貯金（積立金） 13.4万円 

子への仕送り（繰出金） 76.0万円 

家の増改築等 

（普通建設事業費） 
103.0万円 

友人への貸付（貸付金） 3.5万円 

へそくり（予備費） 1.0万円 

支出計 902.9 万円 
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 昨年と比べて、給料やパート収入は増えていますが、支出では食費や学費、医療費などが

大きく増えています。さらにローンの返済も続けなければなりません。これらの経費は簡単

には減らすことができず、貯金を大きく取崩すことにより、必要なお金を確保しています。 

小平家では、新たな借金を増やさないように努力してきたため、借金の残高は減ってきて

いましたが、今後は、家の増改築等が必要となり、新たに組むローンも増え、借金の残高は

増えていくことが見込まれます。 

 今後さらに医療費が増え、古くなってきた家の改修などにもお金がかかってくることが予

想されますが、給料が大幅に増えることは期待できません。 

そのため給料以外の収入をなるべく多く確保し、節約に努めなければなりません。また、

従来から支出してきたものも必要性を根本的に見直すとともに、新たに買うものも本当に必

要か見極めて買うようにしていかなければなりません。 
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特別会計・下水道事業会計予算について 
 

市が特定の事業を行う場合に、一般の歳入歳出と区分して収支会計を行う会計がありま

す。小平市には、３つの特別会計と下水道事業会計があります。 
 

１  国民健康保険事業特別会計 

 

予算額は、前年度に比べ、４,０00万円（０.２％）の増となりました。 

歳入では、国民健康保険税は、被保険者の所得の状況から、前年度と比べ  

１.１％の増となりました。また、財源不足を補うため、一般会計繰入金を前年度

と比べ２億８ ,０００万円減の2５億円とし、国民健康保険事業運営基金から

2,500万円の繰り入れを行うことで、収支の均衡を図ります。 

歳出では、東京都に納める国民健康保険事業費納付金が、前年度と比べ３億

8,987万円（６.５％）の減となりました。また、歳出の約６割以上を占める保険

給付費は、医療費の動向を踏まえ、前年度と比べ、４億円（３.５％）の増となり

ました。 

保健事業では、健診率向上のため集団健診や人間ドック・脳ドック利用費補助

を実施するほか、小平市データヘルス計画に基づく効果的・効率的な保健事業の

実施により、医療費適正化の推進に努めます。 

なお、平均被保険者数は前年度に比べ1,100人（３.１％）の減を見込んでいま

す。 

 

 

 

 
 

  

歳 出

178億5,200万円

(100.0％)

歳 入

178億5,200万円

(100.0％)

国民健康保険税

33億5,732万円

(18.８%)

(加入者からいただく

保険税です)

繰入金

25億2,500万円

(14.1%)

(一般会計や基金

からの繰入金です)

都支出金

119億2,557万円

(66.8%)

(保険給付費などに

充てられます)

保険給付費

117億5,000万円

(65.8%)

(被保険者の

保険給付費です)

国民健康保険

事業費納付金

56億1,239万円

(31.4%)

(東京都へ支払う

納付金です)

その他

4億8,961万円

(2.8%)

(保健事業費や

人件費などです)

その他

4,411万円

(0.3%)

(繰越金や

諸収入などです)
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 ２    後期高齢者医療特別会計 

予算額は、前年度に比べ１億４,９00万円（２.８%）の増となりました。 

歳入は、保険料と繰入金が主なもので、歳出は、東京都後期高齢者医療広域連

合へ納付する負担金が主なものとなります。 

前年度に比べて被保険者が増えることなどから、広域連合への療養給付や保険

料等の負担金が増となります。 

その他、市の独自事業として国民健康保険と同様に、人間ドック・脳ドック利

用費補助を実施します。 

また、広域連合の委託を受けて健康診査、葬祭費支給事業を実施します。 

 

 

 
 

  

歳 入

54億6,600万円

(100.0％)

歳 出

54億6,600万円

(100.0％)

後期高齢者医療保険料

28億1,148万円

(51.4%)

(加入者からいただく

保険料です)

繰入金

24億8,400万円

(45.5%)

(一般会計からの

繰入金です)
広域連合納付金

51億6,141万円

(94.4%)

(広域連合へ支払う

納付金です)

その他

1億7,052万円

(3.1%)

(広域連合からの

収入などです)

その他

3億459万円

(5.6%)

(保健事業･葬祭事

業などです)
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 ３   介護保険事業特別会計 

予算額は、前年度に比べ、６億２,０00万円（3.8％）の増となりました。 

歳出の９割以上を占める保険給付費は、要支援・要介護認定者数の増加が見込

まれるため、3.6％の増となっています。 

令和７年度は、小平市地域包括ケア推進計画（令和６年度から令和８年度ま

で）の２年目として、一人暮らし高齢者や高齢者のみの世帯の増加、認知症高齢

者の増加などに伴う高齢者の多様な課題に対応するために、高齢者の地域での生

活を支える地域包括ケアシステムの構築を推進していきます。 

地域支援事業では、主に、介護予防・日常生活支援総合事業や、認知症総合支

援事業、在宅医療・介護連携推進事業などの各種事業を展開していきます。 

なお、令和６年12月末時点の第１号被保険者数は、46,898人で、前年同期

（46,576人）に比べ、0.7％の増、要支援・要介護の認定者数は、10,559人

で、前年同期（10,326人）に比べ、2.3％の増となっています。 

 

 

 
 

 

 

 

歳 入

168億9,100万円

(100.0％)

歳 出

168億9,100万円

(100.0％)

支払基金交付金

44億1,904万円

(26.2%)

(第2号被保険者の

保険料です)

国庫支出金

37億3,380万円

(22.1%)

(保険給付費などに

充てられます)

保険料

34億2,336万円

(20.3%)

(第1号被保険者の

保険料です)

繰入金

29億2,671万円

(17.3%)

(一般会計など

からの繰入金です)

その他

23億8,809万円

(14.1%)

(都支出金などです)

保険給付費

157億6,283万円

(93.3%)

(被保険者の

保険給付費です)

その他

11億2,817万円

(6.7%)

(地域支援事業費

などです)
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４   下水道事業会計 

予算額は、収益的収入が前年度に比べ1,363万円の減、収益的支出が1,134万円の

減、資本的収入が2億8,996万円の減、資本的支出が5億8,012万円の減となりまし

た。資本的支出では、主に、流域下水道費（建設負担金）が減となり、これに伴い資

本的収入では、企業債が減となりました。 

令和７年度は、小平市第二次下水道プラン（計画期間：令和３年度から令和12年

度）の５年目として、重点施策となる、「浸水対策」、「施設の老朽化対策」などを

引き続き実施します。「浸水対策」では、花小金井地区の合計２か所で雨水管きょ築

造工事を行うほか、天神通り周辺地区など合計４か所で雨水流出抑制施設工事等を行

います。｢施設の老朽化対策｣では、上水東処理分区の管路内調査に加えて、主に学

園・喜平処理分区の改築工事等を行います。 

 

収益的収入支出 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資本的収入支出 

 

 

 

収益的収入

43億2,278万円

(100.0％)

収益的支出

40億647万円

(100.0％)

営業収益

29億9,307万円
(69.2%)

(下水道使用料、

雨水処理負担金など)

営業外収益

13億2,971万円
(30.8%)

(他会計負担金、長期

前受金戻入など）

営業費用

38億5,607万円
(96.2%)

(流域下水道維持管理

負担金、減価償却費、
管渠費、総係費など)

営業外費用

1億4,040万円
(3.5%)

(支払利息、消費税)

予備費

1,000万円(0.3%)

資本的収入

11億2,497万円

(100.0％)

資本的支出

21億7,564万円

(100.0％)

投資

3億円

(13.8%)

（基金積立金）

予備費

1,000万円
(0.5%)

固定資産購入費

206万円
(0.1%)

（備品購入費等）

企業債

7億5,850万円
(67.4%)

(国や金融機関などから

の借入金)

他会計負担金

2億8,200万円

(25.1%)

(一般会計からの

負担金)

建設改良費

13億5,380万円
(62.2％)

(下水道管渠の建設改良

費、流域下水道費など)

国・都補助金

8,447万円
(7.5%)

(公共下水道事業

に対する補助金）

企業債償還金

5億978万円
(23.4%)

(元金の償還金)



市役所の組織と連絡先

課 名 課 名

政策課 042（346）9503 環境政策課 042（346）9536

行政経営課 042（346）9756 資源循環課 042（346）9535

秘書広報課 042（346）9505 水と緑と公園課 042（346）9556

情報政策課 042（346）9509 下水道課 042（346）9559

財政課 042（346）9504

公共施設マネジメント課 042（346）9557 都市計画課 042（346）9554

建築指導課 042（346）9851

総務課 042（346）9511 公共交通課 042（346）9814

契約検査課 042（346）9517 地域整備支援課 042（346）9592

職員課 042（346）9514 道路課 042（346）9548

防災危機管理課 042（346）9519 交通対策課 042（346）9549

地域安全課 042（346）9614 施設整備課 042（346）9553

市民課 042（346）9520 会計課 042（346）9563

税務課 042（346）9521

収納課 042（346）9526 教育総務課 042（346）9568

学務課 042（346）9570

市民協働・男女参画推進課 042（346）9809 指導課 042（346）9572

産業振興課 042（346）9533 地域学習支援課 042（346）9574

文化スポーツ課 042（346）9843 公民館 042（341）0861

図書館 042（345）1246

子育て支援課 042（346）9821 042（346）9566

保育課 042（346）9594 042（346）9576

こども家庭センター 042（346）3703 042（346）9577

福祉政策課 042（346）9537

生活支援課 042（346）9545

高齢者支援課 042（346）9823

障がい者支援課 042（346）9540

健康推進課 042（346）3700

保険年金課 042（346）9529

部 局 名
電 話 番 号

部 局 名
電 話 番 号

企画政策部 環境部

健康福祉部

都市開発部

総務部

市民部 会計管理者

教育部

地域振興部

こども家庭部

議会事務局

選挙管理委員会事務局

監査事務局
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